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１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の財政・金融政策等を背景に雇用、所得

などは堅調に推移しているものの、当四半期末に英国の EU 離脱が決定するなど世界経済、我が国経

済ともに先行き不透明感が増す中、個人消費、企業投資ともに低迷し景気停滞感が強まっておりま

す。このような状況の中、当社グループは引き続き再生可能エネルギー関連事業を主たる事業とし、

太陽光発電設備の施工を中心として売上構築して参りました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は 539 百万円（前年同期比 180 百万円減、

25.1%減）、営業利益０百万円（前年同期  営業損失 17 百万円）、経常利益８百万円（前年同

期  経常損失 18 百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益３百万円（前年同期  親会社株主に

帰属する四半期純損失 21 百万円）となりました。 
  

セグメントの業績については、次のとおりであります。 

（省エネルギー関連事業） 

省エネルギー関連事業におきましては、売上高 28 百万円（前年同期比 22 百万円減、44.0%

減）、セグメント損失（営業損失）は０百万円（前年同期  セグメント損失 ２百万円）となり

ました。 

（再生可能エネルギー事業） 

再生可能エネルギー事業におきましては、当第１四半期連結累計期間において売上高 511 百

万円（前年同期比 158 百万円減、23.7%減）、セグメント損失（営業損失）は１百万円（前年同

期  セグメント損失  16 百万円）となりました。 

  
（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末より 219 百万円増加し、1,140 百万円と

なりました。これは主に受取手形及び売掛金の増加 374 百万円、現金及び預金の減少 189 百万円等

によるものであります。 

当第１四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末より 215 百万円増加し、845 百万円となり

ました。これは主に短期借入金の増加 142 百万円、未払金の増加 113 百万円、前受金の減少 49 百万

円等によるものであります。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は前連結会計年度末より４百万円増加し、295 百万円となり

ました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益３百万円を計上したことによるものであります。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における業績につきましては、わずかな利益計上の状況でございます

が、概ね計画通りに推移しており、「平成 28 年３月期 決算短信」（平成 28 年５月 16 日）におい

て発表しました業績予想から変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」(実務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日)を当第１四半期連結会計期間から適用し、平成 28

年４月１日以後に取得する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更

しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。  

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 
該当事項はありません。 

 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 
該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 
当第１四半期連結累計期間（自 平成 28年４月１日 至 平成 28年 6月 30日） 

 
報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報 

   (単位：千円) 
 報告セグメント 

調整額 

(注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

(注)２ 

 
省エネルギー関

連事業 

再生可能エネル

ギー事業 
計 

売上高      

 外部顧客への売上高 28,174 511,445 539,619 ― 539,619 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
― ― ― ― ― 

計 28,174 511,445 539,619 ― 539,619 

セグメント損失(Δ) △122 △1,297 △1,420 2,321 900 
（注）１．セグメント損失(△)の調整額はセグメント間取引消去によるものであります。 
２．セグメント損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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